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3A全蹟Aコープの概要(令和7年3月31日現在}1. 

平1i1I6年4月1日
JA金賞Aコープ橡式会社
繊浜市港北区新樹浜三丁目2醤 3号

5千万円(全面畠農協同組合連合会が100%保有}

162底

••••••• 

，
 
•• 

(1)歯立
(2)社名

(3)所在地
(4)資本金

(5)底舗叡

中四国事蝿本陣唐舗【64届踊)

蝿圃 届舗阻 県別内訳

Aコプ 56 島唖21、岡山5、広島15、量蝿15

コァミリマートAコープ 5 畠根Z、広島2、豊雄1

水産テナ〉卜 3 広島3

19名{取錨役15名、監査役4名)
※うち、常勘役員は取締役9名、監査役2名
4，100名(令和6年4月 1日現在〕
令和6年度 105，100百万円(収益認副会計墨準)

• 
(8)従業員数;

(9 )売上高 ; 

(7)鎚員敏

可各 JA全農Aコープ欄



2. J A金蔵Aコープの沿革
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3. Aコープ事業会社化・経営一体化の趣旨

【1)Aコープl孟JAの生活寧織であるが、 JAによる庖舗運営 ・纏宮、連合会に
よる商品供給のスキームでは‘迅速な運営改革や低コスト化、人$の活性化等
が叡題となっていた.

( 2)このため、より事門化し、効率的な事集運営を行うことを目的に、平Sl6年
~13年にかけて、各県崎で盾舗・本却が一体となったAコープ会社を組威し
た.

(3)会祉組虜当初は過温的に、運営と経営管理楓能を費寵する形態であったが、
大庖立地法施行(平底12年6月】による競合庖の出庖加速化を健機に、平感
15年~18年にかけて、各祉が経営一体化に移行した.

(4)会社化・経省一体化以降ち、 Aコーフ事躍の維持・拡大のために、JA・会社
聞の温営協鼠会や后舗利用者想蹴舎を継続し、双方の連携強化、組合員の憲思
反映椿に野めている.

各 JA全農Aコープ側 ， 



4. Aコープかわち后について

(1)蟻績擢移 噂位百万円・人

a・-"27 欄2・-・2・HJ・民主 .. .. R・R・-輔 " 圃邑

" L • '" 145 127 121 113 11. 9. "' 76 ，。 44.6骨b

組 利 .. 薗 39 34 29 27 23 24 .9 .. .5 13 33‘3% 

"' '町
盤 副院 24.8% 23，4嶋 22.8崎 22‘3% 20.3崎 22.3% 21.4司h 22.2% 1冒，曹怖 19.5怖

且 5.3%

瞬 売 贋 2 2 2 2 1 1 。， 0.5 1 11 50.0怖

人 件 費 24 23 16 14 15 11 11 10 a 81 33.3拍

その他 血管理薗 14 13 14 13 14 11 11 '0 13 12 日5.7%

[内漏値慣却置1 1 1 2 2 2 1 0.8 。 。 。0.0% 

世蝿冒用計 a・0 3. 32 29 30 23 23 21 21 21 52.5% 

• • 調 .. .] '4 4・z 4・3 •• 血 0.4 .5 ..・ •• •• 企 5
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l'‘9 >40 日 .3柚
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4.Aコープかわち盾について
(2)直近 10年度ゆ傾向

ア.亮上高は人口漏出酔に伴う客数減少や競倉庫出居、膚舗遭留の見直しに伴い、

R 6/H27比で44.5%まで減少している.

② 1次商圏 (lkm)由人口推移:2015年判院で83.3軸 {"'121人)
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4. Aコープかわち盾について

(2)直近 10年度の傾向

イ.競合庖の出庖状況

| 庖名 i 出庖年月 備考 . 

ゆめマート三次東居 H25.10 

ぅrィレッヴス一次東庖 H27.9 

コスモス+田市庖 H27.10 

藤ニ吉田庖 H29.7 

マルショヲ一次唐 R5.7 

フレス?二次プラザ庖 R5.12 

ウォンツ二次プラザ庖 R5.12 

藤二三次底 R6.9 ピッタハウスから寓置転観

~ JA全農Aコープ側
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4.Aコープかわち底について
(2)直近10年度ゆ傾向

イ.殉上高鴻少により、粗利益額lまR6/H27比で33.3%まで減少した.

ウ.利益漏出炉に伴い費用削減をすすめたが、 最低賃金の上昇や物流貨の高崎に
より、利益減少を力パーす否だけの削減に至っていない.

工.令和3年に川地地嶋一部において、とくし丸での移動販売を開始した。

オ.令和4年2月のJA三次西支唐総代集会で、かわち后の厳しい鑑嘗概況を報

告した.

力.Aコープかわち庖は直近10年で企40百万円以上の累積赤字を計上してい

る.

得 JA全農Aコープ側



4. Aコープかわち庖について

(3)これまでに鴎じた主な売上封筒

アチラシ折込販促(-平成28年)

精肉は親子信舗方式、水産は自庖加工で対応

イ カード会員ポイシトサービスデーの実施

月曜日ポイント5情デー

第 1月瞳目はポイント10倍デー

ウ.僻魚重婚直送信頭販売(-平成28年}

毎週金岨自に浜田港か8当日仕入の魚を午後か5庖頭販売

平淘売上納100千円

工.ふるさと集 (11月]慧ボタン祭 (12月}への出盾(-令和 2年}

膏果 ・水産で約200干円の売上

特JA全農Aコープ側



4.Aコープかわち届について

(3)これまでに損じた主なコスト削減対策

ア.腐援は他庖舗唐買が戴溝、水産部門親子情舗

平膚29年布、6hわ属、平感30隼'b'61孟向思慮盾昼聖.，曹とした.

水産郡門は自庖加工を腐止し、みちさか唐からの規子盾舗方式とした.

イ.唐体目および営撹時間の変更

令和3年湖、5日曜日を休業とし、曹洞4年から嘗灘崎聞を

9 : 30-19 : 00=今10: 00-18 : 30に変更した.

ウa チラシ衛聞折込廃止

チラシ折込を廃止し、チラシ制作料・新聞折込料費削減している.

(約1，100千円)

自庖で作膚した1週間チラシを庖内へ掲示し販売促進を圃っている.併世

て月間曙日ザーピスち実施している.

4 JA全農Aコープ側



4. Aコープかわち庖について

(1)令和7年度計画と令租8""11年度R込み 単位・百万円{客単価1mみ円)、人

.. 侃.
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4. Aコープかわち底について

(2)椅東方向性
ア.今後ち人口の減少および大型庖やドラッグストアとの量産合により、売上増加

は見込めない.

イ.令和7隼度はロス管理の徹底や仕入改善により粗利益事の改・を見込むが、
売上高の減少にともない担刺益額は漸鴻傾向となる.

ウ.生鮮卸門の観子唐舗方式、届畏を向原唐鰻務等により労働時間(人件費)の
削捕を園ってきた (1日あたり3名、 23労.時間)が、今以上の削減は灘し
し、.

エショーケースは平風26年のみよし唐改装時に同庖か6移額したが、当初の誼
置からはすでに20年が経過している.設備更豊百が盛夏となった繍合は1千万

円以上の銅賞となり、モの回収は見込砲ない.また、故問時の傭舗が不可能と
なり、営難停止とせざるを得ない可能性もある.

オ.これらのことか6、Aコープ庖舗としての存続は厳しく、窟舗閉舗 (JAへ
の施股返還)とさぜていただきたい.

4 JA全農Aコープ側
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